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研究成果の概要（和文）：対面式の授業に e-Learning を取り入れた blended learning において、

学習者の学習状況を教師が把握するが難しい、また、Web の膨大な情報の中から学習者が自分

の求めるものを見つけるのが難しいといった問題が発生している。これらの問題を、学習者の

Web 利用情報を学習者本人や教師が参照する仕組み、複数の学習者の Web 利用情報から知識を

創発させる仕組み、学習者が閲覧する Web 情報の一部（検索結果等）を学習状況に合わせて調

整する仕組みを研究・開発することによって解決する。 

 
研究成果の概要（英文）：There are two problems in blended learning that is a combination 
between face-to-face learning and e-Learning. One is that it is difficult for teachers 
to grasp students’ state of learning. The other is that it is difficult for students 
to find what they need in an enormous amount of information in the World Wide Web. We 
solve these problems by three systems. First system enables teachers and students to view 
web access log of students. Second system makes knowledge to be emerged from the log. 
Third system rewrites web contents read by students depending on their states of learning. 
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１．研究開始当初の背景 

 大学等の高等教育機関において、対面式の
学習に e-Learning を取り入れた blended 
learning がよく行われている。この blended 
learning における e-Learning のために、教師
があらかじめコンテンツや枠組みを用意し
ておくのが一般的である。しかし、運用段階
においては、学習者は事前に用意された枠組
みを超えて、Web にある情報を積極的に活用
しようとする。Web を利用することが組み込
まれた調べ学習もある。 

 Web を活用することによって、学習者は学
習時に生じた疑問を教師に頼らずに解決し
たり、教師からは提供されないような情報を
入手できたりするようになる。しかし、以下
の 2 点のために、これらの利点は教育におけ
る障害にもなり得る。 

1) Web を利用するという学習者の行為が
教師からは見えないため、教師が学習者
の学習状況を把握しにくくなる。また、
Web が学習者に与える影響に、教師は直
接関与できない（教師側の問題） 
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2) Web にある膨大な情報は学習を考慮し
て整理されているわけではないため、学
習者が自分の求める情報に到達するの
に長い時間がかかってしまう（学習者側
の問題） 

 

２．研究の目的 

 本研究では、上述の問題を解決するために、
以下の 3 つの仕組みを実現する。 

A) 学習者の Web 利用情報を学習者本人や
教師が参照する仕組み 

B) 複数の学習者の Web 利用情報から知識
を創発させる仕組み 

C) 学習者が閲覧する Web 情報の一部（検
索結果等）を学習状況に合わせて調整す
る仕組み 

 教師は、A によって Web を利用している学
習者の学習状況を把握できるようになり、C
によって、Web が学習者に与える影響に直接
関与できるようになる。つまり、上述の問題
点 1（教師側の問題）が解決される。さらに、
B によって、教師は学習者個人だけでなく、
学習者全体の学習状況もまとめて把握でき
るようになる。 
 学習者は、B によって創発した知識が C に
よって閲覧中の Web 情報に反映されるため、
自分の求める情報に到達しやすくなり、自分
が見るべき情報を見逃しにくくなる。つまり、
上述の問題点 2（学習者側の問題）が解決さ
れる。 
 

３．研究の方法 

 学習者の Web 利用情報を学習者本人や教
師が参照する仕組み（研究の目的の A）は、
学習者が自分の制作物をアップロードして
公開できるようなソーシャルメディア（例：
YouTube や Flickr）を活用したり、学習者の
Web 利用情報を収集するプロキシサーバを
開発したりすることによって実現する。 
 複数の学習者の Web 利用情報から知識を
創発させる仕組み（研究の目的の B）は、学
習者が集団で構造データを構築するシステ
ムや、集団としての学習者が持つ知識構造を
可視化するシステムを開発することによっ
て実現する。 
 学習者が閲覧する Web 情報の一部（検索結
果等）を学習状況に合わせて調整する仕組み
（研究の目的の C）は、A のためのソーシ
ャルサービス活用法を発展させ、学習状
況に応じて学習内容が自動的に変化するよ
うなゲーム（ソーシャルゲームラーニング）
の提案とプロトタイピングによって実現す
る。  
 

４．研究成果 

 「研究の目的」で述べた 3 つの仕組み（A, 
B, C）に関して、その成果を以下に詳述する。 

A. 学習者の Web 利用情報を学習者本人や教
師が参照する仕組み（研究の目的の A） 
 この仕組みは、ソーシャルメディアを活用
する学習における学習状況収集手法と、プロ
キシサーバによるウェブ利用履歴収集手法
の確立によって実現された。 
 
A.1. ソーシャルメディアを活用する学習に
おける学習状況収集手法 
 具体的な利用メディアを Wiki にして行っ
た研究が、「オンライン教材として Wiki を用
いた演習における Web 閲覧履歴の活用法
（学会発表 26）」、YouTube と Flickr にして行
った研究が「クラウドを活用するグラフィッ
クプログラミング教育（学会発表 17）」であ
る。学習者同士の相互評価結果を分析し、そ
の教育現場での活用方法を提案したのが「ソ
ーシャルラーニングにおける相互評価の活
用方法（学会発表 4）」である。 
 この手法は、ソーシャルメディア上の人間
関係を教育現場で活用したり、ライフログを
より便利で興味深いものにしたりすること
につながると期待され、「学習者同士の相互
評価を活用したソーシャルゲームラーニン
グ（学会発表 14）」や「学習者間の相互評価
を用いたソーシャルラーニングによる学習
支援システムの提案（学会発表 2）」、「SNS 上
のつながりを利用したライフログ共同構築
システムの提案（学会発表 11）」に発展した。 
 
A.2. プロキシサーバによるウェブ利用履歴
収集手法 
 プロキシサーバを介して Web にアクセス
させることによって、学習者の Web 利用履歴
（閲覧内容を含む）を収集する技術を実現し
たのが「Web 情報のネットワーク分散型アー
カイビング手法（学会発表 8）」である。 
 この手法は、ウェブ利用履歴の収集だけで
なく、閲覧したコンテンツ自体を保存する技
術の発展にも貢献できると期待されている。
学会発表 8 には、そのプロトタイプも含まれ
ている。 
 
B. 複数の学習者の Web 利用情報から知識を
創発させる仕組み（研究の目的の B） 
 この研究は、共同作業によってコンテンツ
を作り出す研究と、コンテンツがどのように
利用されたかを分析する研究に分けられる。 
 
B.1. 共同作業によってコンテンツを作り出
す研究 
 テキストのための共同作業環境である
Wiki を拡張し、グラフやツリーのような構造
を持った情報を共同構築することが試みら
れた。Wiki の拡張法には 2 種類ある。従来ど
おりの利用法を残しつつ Wiki を拡張したの
が「Wiki カテゴリ編集支援システム」、従来



どおりの利用法を捨てて、新たなシステムと
して開発されたのが WikiBOK である。 
 Wiki カテゴリ編集支援システムに関連す
る成果には、「知の創成のための Wiki カテゴ
リ編集支援システム（学会発表 16）」や
「MediaWiki のカテゴリ編集支援システムの
開発（学会発表 25）」がある。 
 WikiBOK に関連する成果には、プロトタイ
ピングとしての「集合知アプローチに基づく
知の創成支援システム WikiBOK の研究・開
発（雑誌論文 1）」や「Developing WikiBOK: A 
wiki-based BOK formulation-aid system1（学会
発表 18）」、「知の創成支援システム WikiBOK
の開発（学会発表 15）」、「集合知アプローチ
に基づく知の創成支援システム WikiBOK の
研究・開発（学会発表 28）」と、編集競合解
決法の提案としての「知の創成支援システム
WikiBOK における構造化オブジェクトの編
集競合解決法（学会発表 12）」がある。 
 これらの研究は、現在普及が進んでいるス
マートフォンなどのタッチデバイスで利用
することによって大きな効果を生むことが
期待され、「学習者主体のモバイルデバイス
を活用した知識の構造化（学会発表 3）」や「集
団の知識構造を抽出する WikiBOK システム
の拡張（学会発表 13）」に発展した。 
 
B.2. コンテンツがどのように利用されたか
を分析する研究 
 コンテンツがどのように利用されたかの
分析は、YouTube や Flickr、ニコニコ動画な
どのソーシャルメディアの利用状況収集技
術を使って行われた。 
 利用状況収集技術によって収集された情
報の集計結果を活用したのが「学習者同士の
相互評価を活用したソーシャルゲームラー
ニング（学会発表 14）」や「学習者間の相互
評価を用いたソーシャルラーニングによる
学習支援システムの提案（学会発表 2）」、「ソ
ーシャルラーニングにおける相互評価の活
用方法（学会発表 4）」、「クラウドを活用する
グラフィックプログラミング教育（学会発表
17）」、「SNS におけるグループの為の推薦シス
テム（学会発表 24）」である。 
 スクリプトを使ってコンテンツのメタ情
報を生成したのが、「動画共有サイトにおけ
るコメントを利用した動画自動タグ付け手
法（学会発表 9）」である。この成果は、動画
のコメントからタグを自動生成するという、
データは大量にあるにもかかわらず、機械的
な方法で処理するのが難しいと考えられて
いた問題の解決につながることが期待され、
学会発表 9 の共著者である山下智紀（青山学
院大学理工学部）は、情報処理学会推奨卒業
論文認定者となった。 
 
C. 学習者が閲覧する Web 情報の一部（検索

結果等）を学習状況に合わせて調整する仕組
み（研究の目的の C） 
 ソーシャルメディア上での活動履歴をも
とに学習者の学習状況を把握し、その結果を
もとに学習内容が変更されるような仕組み
を実現したのが「学習者間の相互評価を用い
たソーシャルラーニングによる学習支援シ
ステムの提案（学会発表 2）」や「ソーシャル
ラーニングにおける相互評価の活用方法（学
会発表 4）」である。 
 この手法は、学習をゲーム化することによ
って学習者のモチベーションを向上させる
研究への応用が期待され、「学習者同士の相
互評価を活用したソーシャルゲームラーニ
ング（学会発表 14）」に発展した。 
 この手法はまた、教育以外のさまざまな領
域で活用されることが期待され、「SNS 上のつ
ながりを利用したライフログ共同構築シス
テムの提案（学会発表 11）」や「SNS におけ
るグループの為の推薦システム（学会発表
24）」、「SNS のフォロー関係を応用した個人情
報を客観化する手法の提案（学会発表 23）」
に発展した。 
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